
鳥取駅周辺再整備の進捗状況について 

令和６年６月に「鳥取駅周辺再生基本計画」を策定し、鳥取駅周辺リ・デザイン会議を

はじめ、四者連携協議会、駅まち空間デザイン検討部会で議論を重ねるとともに、市民ワ

ークショップや市民フォーラム等を通じて、広く市民の皆様のご意見等をお伺いしながら、

現在、整備計画の策定を進めています。 

 この「鳥取駅周辺再生整備計画」の中核となるレイアウトのイメージが概ね固まってき

ましたので、イメージパースと合わせてご報告いたします。 

１ レイアウトイメージの検討を進めるための「整備コンセプト」 

●公共交通の利便性向上 
 ・特に、長年の課題である鳥取バスターミナルと鉄道との乗継の利便性向上を 
  実現します。 

●人を中心とした空間整備 
 ・これまでの車中心の空間から、人中心の空間に転換し、市民や来訪者が安心して 
快適に駅前で行動できる空間を確保します。 

２ レイアウトイメージの特徴（別紙の「レイアウトイメージ」をご参照ください） 

①バスターミナルの老朽化、バリアフリー対策と併せ、鉄道との乗継を改善するため、
東側（現在の風紋広場付近）に移設していく方針です。 

  ⇒現状よりコンパクト化・デジタル化を図るとともに、待合環境を改善し、利便性を
飛躍的に向上させていきます。 

②様々なイベントや活動の場となる広場を北口コンコース前に配置していく方針です。 
  ⇒現在の風紋広場に比べ1.８倍の広さを確保するとともに、砂丘をモチーフにした大 
   屋根やベンチ、電気・水道の設備を設置し、イベントなど様々な使い方に対応していきます。 

③新たな賑わいを創出する複合施設を現在のケヤキ広場付近に配置していく方針です。 
  ⇒新しく整備する北口広場と一体的な利用を可能とする配置としていきます。 

④北口交通広場（タクシー乗り場、一般車送迎場、駐車場）を複合施設に隣接させ配置 
していく方針です。 

  ⇒多くの利用を見込んでいる複合施設に隣接するかたちで配置し利便性を高めていきます。 

⑤南口交通広場の利便性向上を図っていく方針です。 
  ⇒現在の南口交通広場の障がい者スペースを南口コンコースに近づけるとともに、一 

般送迎スペースを拡充していきます。 

⑥南口にイベントや日常的に憩えるスペースを配置していく方針です。 
⇒山白川へのつながりを創出し、水辺環境を感じられる広場を配置していきます。 

※このレイアウトイメージは確定したものではありません。今回お示ししたものは、駅まち
空間デザイン検討部会での議論を踏まえた現時点での案です。この案をもとに、今後、市
民の皆様や関係者の意見を伺いながら、さらにブラッシュアップしていくものです。 
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３ イメージパース 

レイアウトをイメージしていただけるように、新たなイメージパースを作成しました。

※今後の議論の結果により、変更となる可能性があります。 

４ 今後の取組について 

このレイアウトイメージなどをもとに、四者連携協議会や鳥取駅周辺リ・デザイン

会議で審議し、本年３月中を目途に整備計画の素案を作成します。その後、市民ワー

クショップやパブリックコメントを実施し、その結果をもとに必要な修正を加えなが

ら、令和８年中に『鳥取駅周辺再生整備計画』の策定を目指します。 

②北口広場イメージ 

商店街や久松山への視認性に配慮したデザイ

ンで、バード・ハットやサンロードなどまちな

かとのつながりを創出します 

①駅前広場・附帯施設のイメージ 

砂丘をモチーフにした大屋根は、まちなかか

らのアイストップとなります。 

※複合施設の規模・デザインはイメージです 

③鳥取駅北側の俯瞰イメージ 

日常的なマルシェ等の出店や、大規模イベン

ト時にも対応できる広場空間です 

④鳥取駅南側の俯瞰イメージ 

既存の遊歩道を活かし、山白川へのつながりを

創出し、水辺環境を感じられる広場空間です 
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※検討中のものであり、今後変更となります。



①駅前広場・附帯施設のイメージ ②北口広場イメージ

③鳥取駅北側の俯瞰イメージ ④鳥取駅南側の俯瞰イメージ

※検討中のものであり、今後変更となります。
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